
2025年 9月 14日 

主日礼拝 

 

 

《礼拝》 

 

 

礼拝讃美歌⇒334番（MK姉） 

『御恵み豊けき』 

 

 

聖書⇒イザヤ書 53章 1~5節（MM姉） 

『わたしたちの聞いたことを、誰が信じえようか。主は御腕の力を誰に示されたことがあろうか。乾いた地に

埋もれた根から生え出た若枝のように／この人は主の前に育った。見るべき面影はなく／輝かしい風格も、好

ましい容姿もない。彼は軽蔑され、人々に見捨てられ／多くの痛みを負い、病を知っている。彼はわたしたち

に顔を隠し／わたしたちは彼を軽蔑し、無視していた。彼が担ったのはわたしたちの病／彼が負ったのはわた

したちの痛みであったのに／わたしたちは思っていた／神の手にかかり、打たれたから／彼は苦しんでいるの

だ、と。彼が刺し貫かれたのは／わたしたちの背きのためであり／彼が打ち砕かれたのは／わたしたちの咎の

ためであった。彼の受けた懲らしめによって／わたしたちに平和が与えられ／彼の受けた傷によって、わたし

たちはいやされた。』 

 

礼拝讃美歌⇒355番 

『主はいのちを』 

 

 

礼拝讃美歌⇒376番（KH姉） 

『神の子らよ御言葉こそ』 

 

聖書⇒創世記 28章 15節（SK兄） 

『見よ、わたしはあなたと共にいる。あなたがどこへ行っても、わたしはあなたを守り、必ずこの土地に連れ

帰る。わたしは、あなたに約束したことを果たすまで決して見捨てない。」』 

 

聖書⇒ヨハネによる福音書 14章 6節 

『イエスは言われた。「わたしは道であり、真理であり、命である。わたしを通らなければ、だれも父のもと

に行くことができない。』 

 



（祈り） 

 

礼拝讃美歌⇒151番（旧 216番）（TM兄） 

『ああ主よわれら』 

 

 

《パン裂き》 

 

 

聖書⇒コリント信徒への手紙一 11章 23~26節（EK兄） 

『わたしがあなたがたに伝えたことは、わたし自身、主から受けたものです。すなわち、主イエスは、引き渡

される夜、パンを取り、感謝の祈りをささげてそれを裂き、「これは、あなたがたのためのわたしの体である。

わたしの記念としてこのように行いなさい」と言われました。また、食事の後で、杯も同じようにして、「こ

の杯は、わたしの血によって立てられる新しい契約である。飲む度に、わたしの記念としてこのように行いな

さい」と言われました。だから、あなたがたは、このパンを食べこの杯を飲むごとに、主が来られるときまで、

主の死を告げ知らせるのです。』 

 

（式） 

 

礼拝讃美歌⇒149番（旧 220番） 

『主イエスを覚えんため』 

 

 

《建徳》 

 

 

聖書⇒申命記 34章（NH兄） 

『モーセはモアブの平野からネボ山、すなわちエリコの向かいにあるピスガの山頂に登った。主はモーセに、

すべての土地が見渡せるようにされた。ギレアドからダンまで、ナフタリの全土、エフライムとマナセの領土、

西の海に至るユダの全土、ネゲブおよびなつめやしの茂る町エリコの谷からツォアルまでである。主はモーセ

に言われた。「これがあなたの子孫に与えるとわたしがアブラハム、イサク、ヤコブに誓った土地である。わ

たしはあなたがそれを自分の目で見るようにした。あなたはしかし、そこに渡って行くことはできない。」主

の僕モーセは、主の命令によってモアブの地で死んだ。主は、モーセをベト・ペオルの近くのモアブの地にあ

る谷に葬られたが、今日に至るまで、だれも彼が葬られた場所を知らない。モーセは死んだとき百二十歳であ

ったが、目はかすまず、活力もうせてはいなかった。イスラエルの人々はモアブの平野で三十日の間、モーセ

を悼んで泣き、モーセのために喪に服して、その期間は終わった。ヌンの子ヨシュアは知恵の霊に満ちていた。



モーセが彼の上に手を置いたからである。イスラエルの人々は彼に聞き従い、主がモーセに命じられたとおり

行った。イスラエルには、再びモーセのような預言者は現れなかった。主が顔と顔を合わせて彼を選び出され

たのは、彼をエジプトの国に遣わして、ファラオとそのすべての家臣および全土に対してあらゆるしるしと奇

跡を行わせるためであり、また、モーセが全イスラエルの目の前で、あらゆる力ある業とあらゆる大いなる恐

るべき出来事を示すためであった。』 

 

 

聖書⇒出エジプト記 3章 8節 

『それゆえ、わたしは降って行き、エジプト人の手から彼らを救い出し、この国から、広々としたすばらしい

土地、乳と蜜の流れる土地、カナン人、ヘト人、アモリ人、ペリジ人、ヒビ人、エブス人の住む所へ彼らを導

き上る。』 

 

聖書⇒申命記 1章 37節 

『主は、あなたたちのゆえにわたしに対しても激しく憤って言われた。「あなたもそこに入ることはできない。』 

 

聖書⇒ガラテヤの信徒への手紙 2章 16節 

『けれども、人は律法の実行ではなく、ただイエス・キリストへの信仰によって義とされると知って、わたし

たちもキリスト・イエスを信じました。これは、律法の実行ではなく、キリストへの信仰によって義としてい

ただくためでした。なぜなら、律法の実行によっては、だれ一人として義とされないからです。』 

 

聖書⇒ガラテヤの信徒への手紙 2章 19節 

『わたしは神に対して生きるために、律法に対しては律法によって死んだのです。わたしは、キリストと共に

十字架につけられています。』 

 

 

 

礼拝讃美歌⇒141番（旧 206番） 

『千歳の岩よ』 

 

 

 

《建徳要旨》 

 


